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この論文は双方向に情報を伝送し, 論理動作を行ない得る双方向論理回路に関する研究をまとめたもの
で, 8 章よりなっている｡





り実現できることを明らかにしている｡ さらに, 実際的なモデル, すなわち信号波形の立上り, 下降時間
を考慮した場合の 双方信号伝送条件について詳述し, また, 従来の論理回路との 性能比較も行なってい
る｡
第3章では双方向論理回路の性質と合成法について述べている｡ とくに, 双方向論理回路の最大の特徴
は互に独立な情報を逆方向に, しかも同時に伝送し, 論理演算を行ない得ることであり, その結果, 双方














いて述べている｡ さらに, 励振法で問題になる動作マージンを各励振法について定義し, 解析を行なって
いる｡ とくに, 実験で使用した2周波励振法については動作マージンの測定も行ないその結果を示してい
る｡
第 7 葦では双方向論理回路の実現と応用について記述している｡ 双方向シフトレジスタ, 双方向フリッ
プフロップ, 双方向カウンタ, 双方向パ リティ回路等種々の有用な回路が単方向回路で実験した場合に比
して少ない素子数で実現されており, その合成過程を簡単に述べるとともに, 実際に回路を構成して動作
させた実験結果について記述している｡ とくに, これらの実験において, 一方向当り50MHzのクロック
周波数による高速論理動作が得られるまでに至っている｡ さらに, 双方向論理回路の応用として, 双方向
論理回路による電話伝送, PCM 交換機回路についても簡単な実験を行なっている｡
第8章は結論であって, 本論文の研究成果を要約したものである｡





オー ドを用いた双方向論理回路の実現のため, 種々の問題点を解決して, 100MHzに相当する情報伝送速
度を持つ双方向論理回路の実験を行ない, その動作を確認している｡
まず, 双方向論理回路の実現の可能性については, 双方向信号伝送を行なうための結合線の遅延時間と




ションを行なって, 論理素子設計上の問題点を明らかにしている｡ これは, 双方向論理回路のみならず従
来の論理回路に対しても適用可能なものである｡
結合遅延線に関しては, 従来, 複合エサキダイオー ド対回路では否定出力が得にくかったという問題に
対して, 高速論理回路における一つの解決法を提示している｡
励振法については波形が単純でその発生が容易であることが実用上必須の条件であるが, 種々の励振法
を検討して, 2 つの周波数の異なる正弦波を混合した 2 周波励振法により容易にしかも相当安定に励振し
得ることを示している｡
以上の成果をもとにして, 双方向論理回路の基本的な回路について実験を行ない, 双方向論理回路が素
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子単体として理論通り動作することを実証するとともに, 100MHzに相当する双方向論理回路の実現によ
って超高速双方向論理回路への道を開いている｡
これを要するに, 本論文は複合エサキダイオード対という新しい回路素子を使って, 双方向に同時に異
った情報を伝送する回路を論理的に究明するとともに, 基本的な実験を行なってその実現のための各種の
条件を明らかにしたもので, 学術上工業上貢献するところすくなくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものとみとめる｡
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